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令和７年度 岡山県文化振興審議会 議事録 

 

日時：令和８年２月 12日（木）14時～15時 30分 

場所：ルネスホール 金庫棟２階 ワークルーム 

 

１ 開 会  

 

２ 議 事  

 

事務局から資料に基づき説明後、質疑応答 

 

【議長】 

 ただいま事務局からご説明いただいたが、ご意見ご質問を伺いたい。 

 

【委員】 

 いろいろな取り組みが精力的になされているということがよく分かった。た 

だ、もっと毒があり、棘のあることをやっていってほしい。 

例えば県立美術館においては、多くの人に親しんでもらう展示ばかりではな

いようなものを、考えていってほしい。 

 

【事務局】 

 県立美術館においては、質の高い展覧会を開催し皆様に喜んでいただきたい

との思いで、展示を企画している。 

ただ、当館の支出の一部は収入で賄っているため、入館者数が少なく収入が

少ないと、館の運営に影響を及ぼすこととなる。 

特に今年度は入館者数が少ないため、そういった面で苦慮している状況では

ある。 

 

【委員】 

 状況は理解する。ただ、それを超えて何かをやるということをやってほし

い。 

 

【委員】 

 活発な活動を展開されており、素晴らしいと思う。 

 文化芸術と地域づくりという点についてだが、地域社会の中には、福祉・教
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育・防災など様々な課題がある中で、文化芸術を通じて地域のつながりを向上

させることが重要と考える。 

また、誰が地域文化の担い手になるのかとの点については、地域外の方や海

外の方等の多様な主体との連携が既に実践されているし、今後も重要になって

くると思う。 

例えば、長崎県の、とある漁業が盛んな町では、神社の祭りで神輿をかつぐ

若者がいないといった問題に直面している中、その地域で漁業を担っているイ

ンドネシア人や、地域外からやってきたお坊さんが担いでいるという状況があ

る。イスラム教の敬虔な信者であるインドネシア人や仏教の僧侶が、神社の神

輿を担ぐといった状況が興味深いと感じた。 

このように、地域の伝統の火を消さないためには、様々な方に担い手になっ

てもらう必要があると考える。 

また、文化が誰に届いているかだけではなく、誰に届いていないか、誰が参

加できていないか等の視点も取り入れることも重要だと思っている。 

 

【事務局】 

 人口減少が急激に進行する中、将来世代への継承や、文化を享受することの

できる環境整備、事業が届いているのかということに対し、より一層意識を置

かねばならないと考えている。 

 

【議長】 

 地域のお祭りの担い手がいないので、ゼミの学生を中心に人を募り神輿を担

がせたことがあるくらい、後継者には苦慮している状況である。 

 

【委員】 

 ビジョンの指標「子どもみらい塾講師派遣回数」に関連することだが、子ど

も達にアートを届けたいと思っている中、学校と連携が難しい状況を感じてい

る。県としても、教育委員会や学校に働きかけてもらいたい。 

 

【事務局】 

 子どもみらい塾の講師の方々には、合唱・合奏等の指導のため学校に出向い

ていただいているが、その取組が今後一層広がるよう、教育委員会にもＰＲし

ていきたい。 

 

【議長】 

 子ども達への指導という点では、美術職で定年を迎えた方が学校クラブ活動 
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の指導者に応募するといった話も聞いたことがある。そういった方を掘り起こ

すのも良いと思う。 

 

【委員】 

より多くの子ども達にアートを届けるためには、文化芸術アソシエイツのよ 

うな、半官半民の仕組みを上手く利用しながら取り組んでみることも必要と思

う。 

 

【議長】 

 行政と民間の力を上手く活用できるよう、我々も一緒になって考えていかな

いといけない。 

 

【委員】 

 配布資料 14ページと 18ページに、小中学生が参加している活動があるが、

保護者の同伴が必要なものか。 

 

【事務局】 

 14ページ「オーケストラの鑑賞機会の提供」については、保護者同伴を条件

にしているものではないが、小学校低学年の児童には保護者が同伴しているケ

ースが多かったと思う。 

 

【事務局】 

 18ページ記載の夏休み文化体験大集合！！や、マテリアルライブラリーのワ

ークショップに参加した小学校低学年の児童には保護者が同伴していたが、中

学生・高校生は本人のみで参加していた。 

 

【委員】 

 子ども達が自由に参加できる環境が必要な中、良い取り組みだと思う。 

 

【委員】 

 働き方改革等々で学校の先生の負担軽減を図る上から、地域にクラブ活動を

任せようとの動きがある。文化とは地域のよりどころである。文化を生かし、

よりよい地域づくりを進めるためにも「地域で子ども達を育てる」といった雰

囲気づくりの好機ととらえて取り組んでほしい。 
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【事務局】 

 県文化振興基本条例の基本理念として、文化は県民の誇りと心のよりどころ

であり、と掲げているところである。委員お話しの点も十分踏まえながら、今

後の取組を進めてまいりたい。 

 

【委員】 

 地域と文化のつながりを考える中で、地域愛がどういった形で成立するの

か、といった点から意見を述べたい。 

 私自身が、一度東京に出てから岡山に帰ってきた経験を持つが、それはやは

り地域の魅力や幸せな体験があったからこそであり、都会に住みたい若者の気

持ちもよく分かるが、その土地における幸せな記憶を子ども達に伝えていくこ

とが重要なのではないかと思っている。 

現実問題として、書道の指導者が不足しており育成に苦慮しているといった

話や、美術大学受験の相談を受けられる人が地域や学校にいないといったこと

も聞いている。 

そういった中、今年度美作三湯芸術温度に参加したこともあって、地域と結

びついた人材をうまく子ども達につなぐことができないかと考えている。 

 

【事務局】 

 芸術温度も４回目となり、地域とアーティストのつながりを随所に感じてい

る。豊かな地域づくりに向けて、文化と地域のつながりは重要であると再認識

している。 

 

３ フリーディスカッション  

 

【議長】 

 本日の議事は以上だが、フリーディスカッションとして「文化芸術による地

域づくり」について、委員の皆様からご意見をいただきたい。 

 

【委員】 

 文化においては、数値評価をやめてほしい。オランダのライデン大学による

声明では、数値評価は質的な評価の補助として行うべきとされている。 

そして、県立美術館に限らず、どんな企業でもプロフィット・センターばか

りでは成長しない。コスト・センターも必要である。そういった考え方も取り

入れて欲しい。 

 また、今日お話のあった、海外の方が日本文化の担い手になっているという
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ことについては、驚きだったが素晴らしいことだ。もっと広めてほしい。 

 

【委員】 

地域への愛着や、大切にしたいという気持ちをどのように施策につなげてい

くかということを考えて欲しい。 

 

【委員】 

学校部活動改革及び地域クラブ活動について、人材を育成することも大事だ

が、地域の博学な人に協力していただけるよう検討すべきだ。 

 

【委員】 

配布資料 11ページ「アートマネジメント人材育成・地域課題解決支援事業

「アートで地域づくり実践講座」の開催状況」について、アートイベントの企

画・運営ができる人材を育成するということは、とても大事なことと思うが、

講座受講申込者数 15名といった人数が事業規模に対して適切かどうか教えて

欲しい。 

 

【事務局】 

本講座は、座学のみならず、講座の集大成として受講生自らが企画してアー

トイベントを実施するものであり、全体的にしっかりとしたコミュニケーショ

ンが必要な事業であるため、15名程度が適切と考えている。 

 

【委員】 

県北で森の芸術祭を開催いただいたこと、ありがたく思う。これからもブラ

ッシュアップしながら継続していただきたい。 

 

【事務局】 

 委員皆様の貴重なご意見に感謝する。 

教育委員会では、地域の課題を見つけ解決することを目的とした学習や、地

域の祭りや踊りの調査を実施していると聞いているので、そういった事業が保

存活動の一助になればと思っている。 

本日頂いたご意見を参考に、今後とも県の文化振興に努めて参りたい。 

 

４ 閉 会  

 


